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資     料 
 
１．調査団員氏名、所属 
 
（現地調査時） 
総括      岩間 敏之   JICA無償資金協力部 

情報通信・ガバナンスチーム長 
技術参与（港湾保安計画）  中村 健    国土交通省関東地方整備局港湾空港部 

港湾空港防災・危機管理課港湾保安管理官 
計画管理      谷田部雅史   JICA無償資金協力部 

情報通信・ガバナンスチーム 
業務主任 / 維持管理     鈴木 雄三  （株）日本港湾コンサルタント 
機材 I / 港湾保安政策     樋浦 祥人   ニシキコンサルタント（株） 
機材 II / 積算（電気）     廣瀬 弘   OSコンサルティングアソシエイツ 
調達計画 / 積算（土木）     今村 充孝  （株）日本港湾コンサルタント 
 
（基本設計概要説明時） 
総括            富谷 喜一   JICAインドネシア事務所次長 
計画管理      谷田部雅史   JICA無償資金協力部 

情報通信・ガバナンスチーム 
業務主任 / 維持管理     鈴木 雄三  （株）日本港湾コンサルタント 
機材 I / 港湾保安政策     樋浦 祥人   ニシキコンサルタント（株） 
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月日 曜日 総括 技術参与 計画管理 業務主任・維持管理
機材Ⅰ・港湾保安政

策
機材Ⅱ/積算（電気）

調達計画・積算（土
木）

10月28日 日

10月29日 月

10月30日 火

10月31日 水

11月　1日 木

11月　2日 金

11月　3日 土

11月　4日 日

11月　5日 月

11月　6日 火

11月　7日 水

11月　8日 木

11月　9日 金

11月10日 土

11月11日 日

11月12日 月

11月13日 火

11月14日 水
パレンバン港移動及

び現地調査
資料整理、トゥルク
バユール港へ移動

パレンバン港移動及
び現地調査

資料整理、トゥルク
バユール港へ移動

11月15日 木
パレンバン港現地調
査、ジャカルタへ移

動

トゥルクバユール港
現地調査、ジャカル

タへ移動

パレンバン港現地調
査、ジャカルタへ移

動

トゥルクバユール港
現地調査、ジャカル

タへ移動

11月16日 金

11月17日 土

11月18日 日
資料整理、スラバヤ
へ移動

資料整理
資料整理、スラバヤ
へ移動

資料整理

11月19日 月
タンジュンペラク港
現地調査、ベノア港
へ移動

ポンティアナック港へ
移動及び現地調査、

タンジュンペラク港
現地調査、ベノア港
へ移動

ポンティアナック港へ
移動及び現地調査、

11月20日 火
ベノア港現地調査、
マカッサル港へ移動

ポンティアナック港現
地調査、ジャカルタ
へ移動

ベノア港現地調査、
マカッサル港へ移動

ポンティアナック港現
地調査、ジャカルタ
へ移動

11月21日 水
マカッサル港現地調
査

バタム港へ移動及び
現地調査

マカッサル港現地調
査

バタム港へ移動及び
現地調査

11月22日 木
ビトゥン港へ移動及
び現地調査

タンジュンピナン港
へ移動及び現地調
査、ジャカルタへ移
動

ビトゥン港へ移動及
び現地調査

タンジュンピナン港
へ移動及び現地調
査、ジャカルタへ移
動

11月23日 金
ビトゥン港現地調
査、ジャカルタへ移
動

資料整理
ビトゥン港現地調
査、ジャカルタへ移
動

資料整理

11月24日 土

11月25日 日

11月26日 月

11月27日 火

11月28日 水

11月29日 木

11月30日 金

12月　1日 土

12月　2日 日

12月　3日 月

12月　4日 火

 DGST、PELINDOI|～IV との協議（12港から関係者出席、各港の港湾保安の現状などの説明、討議）

DGSTの警備救難局のDJOHNI局長と協議、ベノア港へ移動

ベノア港視察、ジャカルタへ移動

タンジュンプリオク港視察、DGSTと協議

ミニッツ署名、日本大使館報告、JICA事務所報告

団内打合せ

移動

資料整理 移動

DGSTと現地調査について協議、団内打合せ

タンジュンプリオク港現地調査

ベラワン港へ移動及び現地調査

ベラワン港現地調査、ジャカルタへ移動

団内打合せ、資料整理

団内打合せ、資料整理

資料整理

ドゥマイ港へ移動及び現地調査

ドゥマイ港現地調査、ジャカルタへ移動

団内打合せ、資料整理

団内打合せ、資料整理

団内打合せ及び資料整理

資料整理

団内打合せ及び資料整理

団内打合せ及び資料整理

団内打合せ及び資料整理

団内打合せ

DGSTへ現地調査結果の報告、JICA事務
所報告

朝帰国

団内打合せ及び資料整理

資料整理

補足調査（DGST)

朝帰国

２．調査工程 
 
 （現地調査時） 
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（基本設計概要説明時） 

月日 曜日 工程 

3 月 12 日 水 移動(東京→ジャカルタ) 

3 月 13 日 木 午前：JICA 事務所表敬、午後：DGST 表敬、団内打合せ 

3 月 14 日 金 午前：DGST への概要書の説明、午後：団内打合せ、大使館表敬訪問 

3 月 15 日 土 団内打合せ 

3 月 16 日 日  

3 月 17 日 月 午前：DGST との打合せ、午前午後：DGST、ADPEL、PELINDO への概要書

の説明 

3 月 18 日 火 午前：DGST との打合せ 午後：DGST との打合せ 

3 月 19 日 水 午前：DGST との打合せ 午後：ミニッツの調印 

3 月 20 日 木 朝、帰国 

 



資-4 

３．関係者（面会者）リスト 

 

 氏名 所属、肩書き 
海運総局（DGST） 
 Ir. EFFENDI BATUBARA 総局長 
 Capt. DJONY 警備救難局長 
 UNTUNG 警備救難局部長 
 MUKHLIS TOHEPALY 警備救難部 
 LATIF WAHYUDI 警備救難部 
 P. ARITONANG 警備救難部 
 KEMAL HERYANDRI 計画課長 
 EKO HADI 計画課 
 VIVA I. A, ST 計画課 
 YUDHONUR S.P 計画課 
 BAMBANG SUTRISNA 法務課 
 DJOKOPUJIANTO 法務課 
海運総局港湾管理事務所（ADPEL） 
 A. PULUNGAN ADPEL Belawan, KPLP 
 M. AMIN BAKRI, SE ADPEL Belawan, KPLP 
 AGUS ARIFIANTO  ADPEL Dumai 
 FIRMAN HAREFA ADPEL Tanjung Pinang 
 DARMALIS SYAM ADPEL Teluk Bayur 
 Capt. EZAU D.K ADPEL Teluk Bayur 
 HARIYONO, SH ADPEL Pontianak 
 S. LATIF ADPEL Palembang 
 Drs. EFENDI AJARIF ADPEL Palembang, Administrator 
 HERU MARYANTO ADPEL Benoa 
 RAHMADI DJADJA ADPEL Benoa, PSO 
 SATO ADPEL Makassar, Administrator 
 USMAN E. ADPEL Makassar 
 Capt. JONGGUNG SITORUS ADPEL Makassar, PSO 
港湾会社（PELINDO） 
 BUNJAMINE SUKUR PELINDO I, Tanjung Priok, PFSO 
 SYAHPUTERA S PELINDO I, Unit Container Terminal Belawan, 

GM 
 HIDAYAT OLCAFF PELINDO I, Unit Container Terminal Belawan, 

PFSO 
 SYAHRI R. PELINDO I, Belawan 
 HERY AMS PELINDO I, Belawan 
 RAMIL SITOMPUL PELINDO I, Dumai 
 DWI HARINTO PELINDO I, Tanjung Pinang, GM 
 EDY AGUSTRI PELINDO I, Tanjung Pinang, PFSO 
 SUDARMAN PELINDO II, Pontianak, PFSO 
 DALSAF USMAN PELINDO II, Teluk Bayur, PFSO 
 GAYATRI GANI PELINDO II, Teluk Bayur, PFSO 
 ZULKIFLI Js. PELINDO II, Teluk Bayur, PFSO 
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 Ir. H. GUNAWAN TRISULO PELINDO II, Palembang, GM 
 FARID EDDY PELINDO II, Palembang, PFSO 
 TAUFIK EFFENDI PELINDO II, Palembang 
 EDY PRIYONO PELINDO III, Tanjung Perak, PFSO 
 WIRAWIBAWA PELINDO III, Benoa, PFSO 
 HESKIEL SASIANG PELINDO III, Benoa 
 SUNARTO PELINDO IV, Makassar 
 BUSTAMI PELINDO IV, Makassar, PFSO 
バタム港湾庁 
 AGUSMAN PSO 
大使館 
 池光 崇 一等書記官 
JICA 関係者 
 片山裕之 JICA 事務所次長（前任） 
 柿岡直樹 JICA 事務所代表代理 
 川上泰司 JICA 専門家 
注：GM（General Manager）は港湾事務所の所長を意味する。 
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４．討議議事録（M/D） 
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５． 事業事前計画表（基本設計時） 
 

1. 案件名 

  インドネシア国 港湾保安機材整備計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

2001 年 9 月 11 日に米国において発生した同時多発テロ事件は世界の経済・社会にきわめて深刻で決定

的な打撃を及ぼした。この結果、旅客、貨物を問わず交通機関のセキュリティ確保が世界的な課題と

なった。特に港湾施設は、物流・人流の拠点であるにもかかわらず、空港ほど保安警備が厳重ではな

かった。更に港湾施設や船舶はテロの標的となりやすいことや、諸外国との接点である国際貿易港は、

テロリストの活動の資機材の出入国拠点となることなどから、国際貿易港の保安体制の強化が緊急の

課題となっている。 

 インドネシア国も国際海事機関（IMO）加盟国として、2004 年の改正海上人命安全条約（SOLAS 条約）

及びそれに付随する船舶及び港湾の国際保安コード（ISPS コード）を批准し、海事分野のテロ対策の

強化を図っている。具体的には港湾施設保安計画（PFSP）の策定、保安施設の整備、保安職員の訓練

等を進めつつあるが、資金の不足から施設、資機材の整備等が進んでないこと、ノウハウや訓練不足

が不足している保安関係の組織の強化、関係職員の保安能力向上等の必要性などの問題点が指摘され

ている。 

 我国は「イ」国政府の要請を受け、主要 26 港湾について開発調査「主要貿易港保安対策強化計画調

査」を実施し、保安の評価書及び保安計画の策定、港湾保安対策の強化についてアドバイスをした。

この開発調査を受けて我が国は港湾保安運営強化プロジェクトの技術協力を実施している。このよう

に我が国の協力の下、「イ」国の港湾保安体制は強化されてきている。そして更なる保安体制の強化と

して、保安資機材が未整備である「イ」国主要港湾における保安機材の整備を日本政府に対して要請

したものである。 

3.  プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

 対象港湾の国際コンテナターミナル及び国際旅客ターミナル等の保安が強化され、寄港拒否、回避

による外航船舶の寄港数の減少の恐れがなくなる。 

 対象港湾の背後圏の人口は 4,600 万人、地域総生産は 400 兆ルピアであり、ともに全国人口、総生

産の 20％を占めている。また当該背後圏の州の輸出貨物量は 3,750 万トンで全国の輸出貨物の 1/4 で

あり、「イ」国民及び経済の 20～25%に対し直接的な効果をもたらす。 

 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

 1）対象港湾に港湾保安機材が整備され、港湾保安体制の強化が図られる。 

 2）保安体制の不備による国際コンテナ船、国際旅客船、外洋クルーズ船の寄港数の減少の恐れがな

くなり、国際貿易、国際交流の安定的な発展に寄与する。 
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(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

 1) 対象港湾に保安機材が調達される。 

 2) 機材警備による 24 時間体制の保安警備が実施される。 

 3）外航旅客船の利用客の手荷物、携行品の検査が実施される。 

  

(4) 投入（インプット） 

1) 日本側：無償資金協力 5.61 億円 

      

  2) 相手国側： 

   i) 必要な人数：モニタ監視要員 2 人×3交代×8ヶ所=48 名 

           旅客手荷物、携行品の検査要員 3 人×3ヶ所= 9 名 

   ii) 建設資機材：フェンス、ゲートの新設及び補修費    2,860 万円 

           電源盤の新設費用             590 万円  

    iii) 運営・維持管理費：547 万円/年 

  

(5) 実施体制 

 主管官庁：運輸省 

 実施機関：運輸省海運総局 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

 ベラワン港、ドゥマイ港、タンジュンピナン港、トゥルクバユール港、パレンバン港、ポンティア

ナック港、ベノア港、マカッサル港の 8港湾 

 

(2) 概要 

 CCTV カメラ監視システム、保安照明設備、放送設備、X 線検査装置、門型金属探知機、無停電電源

装置、非常用電源装置の調達 

 

(3) 相手国側負担事項 

 i)  港湾施設保安計画（PFSP）の改定 

ii） 制限区域場周のフェンス及びゲートの整備 

 iii) 機材設置場所及び電源の確保 

 iv)  建設用資機材仮置き場、事務所スペースの提供 

 v)   無線使用の許認可（ベラワン港） 

 vi)  銀行取極めに関わる手続 

 

(4) 概算事業費 



資-33 

   5.96 億円（日本側負担：約 5.61 億円、インドネシア側負担 0.35 億円） 

 

(5) 工期 

   詳細設計、入札、機材製作、輸送、据付、試運転、初期操作指導、検収引渡しまで約 16 ヶ月（予

定） 

 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

 付帯土木工事に伴い港湾のオペレーションや市街地交通への影響が予想されるが、工事延長

は長いもの、小規模な工事であり、事前に関係者と調整を図ることにより影響を最小限に抑え

ることが可能である。 

5. 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの）    

  特になし 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

    2004 年の無償資金協力事業で調達した機材では制限区域内全体を監視する方法としたが、コ

ンテナ貨物が数段に積まれ死角が出来るため、本プロジェクトではゲート、フェンスからの

人と車の出入、すなわち制限区域への不審者の侵入を監視する方法とした。また夜間時の監

視性能が必ずしも十分でなかったため今回は暗視性能が高い機材とするとともに照明設備に

よって夜間時の監視機能を高めることとした。    

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

  

 

 

（２）  その他の成果指標 

    特になし 

（３） 評価のタイミング 

2010 年以降（施設完了後 1年経過後） 

成果指標 現状 計画値 

ターミナル警備体制の

向上 

2～3 時間置きの巡回警備 モニタールームにおいて 24

時間連続の監視 

旅客手荷物の検査体制

の向上 

数％の不審手荷物の選択的検

査 

X 線透視による 100％検査 
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番号 名称
形態

図書・ビデオ
地図・写真等

オリジナ
ル・コピー 発行機関 発行年

1 Maritime Transport Security Act 2002 資料 コピー JIMMY AB. NIKIJULUW-ADPEL UTAMA BELAWAN 2002

2 International Ship and Port Security (ISPS) 資料 コピー Coast Guard Assessment Visits 2007

3 Minister of Eonomic Coordinator Decree as Chairman of Coordination inEstablishing Flow of Export and Import Commodities 資料 コピー Minister of Economic Coordinator 2007

4 Indonesian Transport Safety Assistance Package - Second Visit by AMSA 資料 コピー Department of Transport and Regional Services,
Australian Government 2007

5 Pelabuhan Belawan (Port of Belawan) パンフレット オリジナル PT. Pelabuhan Indonesia I Cabang Belawan 2006

6 Terminal Peti Kemas Belawan (Belawan Container Terminal) パンフレット オリジナル PT. Pelabuhan Indonesia I Unit Terminal Peti
Kemas Belawan 2006

7 PT(PERSERO) PELABUHAN INDONESIA I CABANG DUMAI パンフレット オリジナル PT. Pelabuhan Indonesia I Cabang Dumai 2006

8 IMPLEMENTASI ISPS-CODE, Dumai 資料 コピー Div. Sistem & Teknologi Informasi, Cabang Dumai 2007

9 KEPUTUSAN DIREKSI PT PELABUHAN INDONESIA IV 資料 コピー Makassar, PT. Pelabuhan Indonesia 2005

10 PROSEDURE RESTRICTED AREA LINI I DAN AREA LABUH (ISPS CODE) 資料 コピー Port of Teluk Bayur 2007

11 INDONESIA PORTCORPORATION II BRANCHPALEMBANG QUALITY POLICY パンフレット オリジナル Port of Palembang 2006

12 Benoa Bali パンフレット オリジナル・Pelabuhan Indonesia III 2006
13 Situasi Pelabuhan Dan Pengelolaan Keamanan Di Pelabuhan Benoa 資料 コピー PSC Kantor Administrator Pelabuhan Benoa 2007
14 INFORMASI 25 PELABUHAN STRATEGIS INDONESIA PELABUHAN BENOA 資料 コピー Pelabuhan Benoa 2006
15 「主要空港・港湾保安施設改善計画(港湾)」現況調査報告 資料 コピー JICA専門家　川上泰司 2007

収集資料リスト
調査名　インドネシア国港湾保安施設整備計画基本設計調査
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